












急性非リンパ性白血病(ANLL)は,細胞学的に単一でなく,臨床像も多彩である。近年,ANLL

の分類に国際的な FAB(French American-British)分類がよく用いられるようになってきた

。しかしながら,小児 ANLL における FAB 分類の臨床的意義についてはいまだ不明な点が多

い。そこで,小児 ANLL の FAB分類と臨床像，治療効果,予後などとの関連性を知ることを目

的に,まず複数の研究者により診断の一致率を検討するとともに,診断上のいくつかの要点

を整理した。 

ANLL および近縁疾患48 例の血液塗抹標本(末梢血,骨髄塗抹標本:メイ・ギムザまたはライ

ト染色)を,3～6 名の研究者が同時に検鏡し,FAB 分類にしたがって診断しその一致率をみ

た。なお,今回はペルオキシダーゼ(POX),非特異的エステラーゼ(NSE)のデータは与えられ

ずに診断を試みた。 


